
 

 

 

日時： 2024 年 11 月 15 日（金）17 時〜19 時 

場所： 関西大学梅田キャンパス 
         https://kandai-merise.jp/access/ 
 

参加費：無料         

定員：30 名 

参加申込：https://forms.gle/1tweBbYZQjnYQ2Mz5 
  

 

日時： 2024 年 11 月 30 日（土）14 時〜16 時 

場所： 武蔵野大学有明キャンパス 1 号館 1-203 室 
         https://www.musashino-u.ac.jp/ariake/ 
 

参加費：無料         

定員：30 名 

参加申込：https://forms.gle/sVXDiUvcXTnwXP659 
 

 
教育に携わるとき、私たちは「こんなことをやりたい」「こんな方向で授業実践を組み立てたい」という、ある種の

「理想」を掲げることが多いと思います。ですが現実には、予算や人員・時間等のリソースの制約等に、自分自身の

置かれている状況によって思いどおりにいかないことも少なくありません。自分がやりたいと考えている通りの授業

実践ができたらなあ…と思うこともあるでしょう。 

 
一方で、私たちが「こんなことをやりたい」と考える教育実践は、どのようにしてかたちづくられたのでしょうか。教育

に従事するようになった当初からずっと変わらないのでしょうか、それともさまざまな経験を経て、自分自身がやりた

い教育実践は少しずつ、または劇的に変化してきているのでしょうか。 

 
このワークショップでは、ことばの教育に携わる人たちが、自分がやりたいと考えている教育実践や自分自身が「理

想」とする自己像について、参加者同士で意見交換をします。そのことを通して、自分自身が持っている信念を掘り

下げ、自分が「やりたい」実践と、自分が「やっている」実践との関係を改めて考える機会にします。そのことが、専

門職としての私たち自身のあり方を見つめ直すことにもつながると考えています。 

 
ぜひ、ことばの教育に関わる専門性について改めて考えてみたい方に参加していただければと思います。 

嶋津百代（関西大学） 
神吉宇一（武蔵野大学） 

尾辻恵美（シドニー工科大学） 
 

本ワークショップは科学研究費国際共同研究加速基金（国際共同研究強化(B)）「言説の変革を実現する言語教育観の国際比較究
（22KK0033）」の取り組みの一環として行います。 
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